
旧北海道名寄産業高等学校名農キャンパスの利活用に向けた 

サウンディング型市場調査結果について 

 

１ 調査対象 

名 称 所在地 

旧北海道名寄産業高等学校名農キャンパス 名寄市緑丘３番地３、38番地１ 

 

２ 参加事業者数 

  ２者 

 

３ 提案・意見の概要 

参加事業者 事業者Ａ（学校法人） 事業者Ｂ（食料品製造業） 

売却または

貸付に係る

活用内容 

・日本人、留学生を対象とした学校

法人及び専門学校の設置 

・乳用牛の肥育飼育 

・酪農運営 

・畜肉加工品の製造 

既存施設の

活用方法 

・校舎等は学校、寄宿舎等は留学生

の寮として活用 

・農機具整備実習室を牛舎として活用 

・農地を放牧及び牧草収穫として活用 

・食品加工実習室を加工品製造として

活用 

・バイオ室を自家発電機能として活用 

その他の地

域貢献等の

活用 

・地元企業との就労マッチング 

・留学生と地域住民がともに活動す

る地域ボランティア 

・空き施設を活用した地域イベン

ト、公開講座の開催 

・乳用牛活用による畜産振興 

・乳用肥育牛による地産地ブランドの

発信 

売却または

貸付にあた

っての課題 

・施設の耐震・電気・上下水道等の

現況調査が必要  

・学校法人設置認可に伴う手続期間

との調整 

・寮、生活支援施設の確保（近隣空

き家・宿舎活用を想定） 

・活用出来ない老朽施設の解体 

・農地利用が活用の必須条件 

・当社で利用しない施設の処理方法 

その他のご

意見・ご提

案 

・行政は土地・建物の貸付提供を行

うことで、人口流入・税収増・地

域雇用創出という成果が見込める 

・名寄市が軸となり共同活用の検討協

議が出来ないか 

 

４ 今後について 

  今回のサウンディング型市場調査については、２者からエントリーがあり、対話を実施し

ました。 

  事業者からは、初期投資の問題や不要となる老朽施設の処理について懸案事項が示された

一方で、地域貢献につながる提案がされ、活用の実現性を確認することができました。 

  今回の調査結果を踏まえ、引き続き、廃校施設の活用について検討を進めてまいります。 


